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威勢よく威勢よく 　第27回石都祭盛會御神輿パレードは9月15日にクリ
スタルロードで行われました。各町から御神輿と担ぎ手
が集まり威勢よく練り歩いたほか、山車・屋台ではお囃
子や子ども達の踊りが披露され、多くの観客で賑わい
ました。
【写真上】威勢よく担がれる御神輿
【写真下】元気いっぱいに踊りを披露
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台
風
や
大
雨
に
よ
る
水
害
、
土
砂
災
害
、
地
震
、
竜
巻
な

ど
の
自
然
災
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、
自
然
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
の
行
動
で

は
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
の
備
え
が
い
ざ
と
い
う
と
き
の
役
に
立
た
ち
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
物
」
を
備
え
る
だ
け
で
は
な
く
、「
意

識
」
を
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
日
頃
の
備
え
」
と
「
落

ち
着
い
た
行
動
」
が
被
害
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

日
頃
の
備
え
が

大
切
で
す

　
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は

日
頃
の
備
え
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

「
日
頃
の
備
え
っ
て
具
体
的
に
は
な
に

を
す
れ
ば
い
い
の
？
」
と
い
う
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
頃
の
備
え
に
は
、「
物
」
と
「
意

識
」
が
大
切
で
す
。「
物
」
は
災
害
時

に
必
要
な
道
具
や
食
料
品
な
ど
の
こ
と

で
、「
意
識
」
は
、
災
害
時
に
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
防
災
に
つ

い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
は
次
の
こ
と
を
参
考
に
し

て
、
日
頃
の
備
え
を
準
備
し
ま
し

ょ
う
。

①
住
居
内
外
の
安
全
確
認

　
家
の
中
で
も
落
下
物
や
家
具
の
転
倒

な
ど
で
ケ
ガ
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

家
具
を
固
定
す
る
な
ど
し
、
屋
外
へ
避

難
す
る
時
の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
住
居
周
辺
に
あ
る
避
難
所
や

避
難
場
所
等
の
把
握
、
周
辺
の
危
険
な

場
所
の
把
握
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参

考
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
ど
う
し
ま
す
か
？

日
頃
か
ら
準
備
を
し
よ
う
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災
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
避
難
所

等
へ
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
迅
速
に
避
難
す
る
た
め
に
も
非
常

持
ち
出
し
品
を
普
段
か
ら
準
備
し
ま
し

ょ
う
。

　
非
常
持
ち
出
し
品
の
例
と
し
て
は
左

図
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

③
家
族
で
確
認

　
災
害
時
は
連
絡
が
取
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
安
否
確

認
の
方
法
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か
、
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
、
な
ど
あ
ら

か
じ
め
家
族
間
で
話
し
合
い
、
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
助
け
合
え
る
関
係
を
築
く

　
災
害
発
生
直
後
の
対
応
が
被
害
状
況

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
人

命
救
助
等
は
、
発
災
後
72
時
間
以
内
の

救
出
が
生
存
率
に
大
き
く
影
響
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

消
防
等
が
到
着
す
る
ま
で
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
住
民
同
士
の
助
け
合
い
が
人

命
や
財
産
を
守
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
普
段
か
ら
近
所
の
方
と
助
け
合
え
る

関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
い
ざ
と
い

う
時
に
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。

②
備
蓄
品
と
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　
電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
途
絶
え
た
と
き
で
も
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
備
蓄
品
を
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
品
の
例
と
し
て
は

左
図
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
持
ち
出
し
品
は
両
手
が
使
え

る
よ
う
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
持
ち
出
し
品
は

す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
、

食
料
品
や
飲
料
水
の
消
費
期
限
な
ど
は

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

防災用品（懐中電灯、
ローソク、ライター、
マッチ、携帯ラジオ、予
備の電池、ヘルメット、
手袋、など）

飲料水（１人１日あたり
３リットルを３日分）
生活用水（風呂桶など
に確保）

食料品（簡単に調理で
きるか、調理不要のも
のを３日分）

カセットコンロなどの
器具

医薬品（包帯、ガーゼ、
傷テープ、胃腸薬、風
邪薬など）

備蓄品の例

貴重品（通帳、印鑑、免
許証、保険証、現金な
ど）

医薬品（包帯、ガーゼ、
傷テープ、胃腸薬、風
邪薬など）

食料品（レトルトや缶詰
など調理不要のもの３
日分）

飲料水（１人あたり３
リットル）防災用品（懐中電灯、

携帯ラジオ、予備の電
池、ヘルメット、手袋、ホ
イッスルなど）

生活用品（歯磨きなど
の洗面具、箸・缶切りな
ど食事の際必要なも
の）

長そでの衣類や下着
などの着替え

非常持ち出し品の例
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災
害
が
発
生
し
、
避
難
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
、
冷
静
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
頃
か
ら
避
難
に
必
要
な
も
の
を
用

意
し
て
お
く
と
と
も
に
、
避
難
の
手
順

に
つ
い
て
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
ず
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
次
の
こ
と
を
心

が
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
普
段
か
ら
の
心
が
け
が
い
ざ
と
い
う

時
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

②
避
難
の
呼
び
か
け
に注

意
を

　
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に
は
、
防

災
無
線
や
町
の
広
報
車
か
ら
避
難

の
呼
び
か
け
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
避
難
の
呼
び
か
け
が
あ
っ

た
場
合
に
は
そ
れ
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
正
確
な
情
報
収
集
と

早
め
の
行
動

　
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
等
で
最
新
の

気
象
情
報
、
災
害
情
報
、
避
難
情

報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
雨
の
降

り
方
や
浸
水
状
況
に
注
意
し
、
危

険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
行
動
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
お
年
寄
り
な
ど
の

避
難
に
協
力
を

　
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
人
、

障
が
い
の
あ
る
人
は
、
早
め
の
避

難
が
必
要
で
す
。
避
難
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
車
で
の
避
難
は
控
え
て

　
自
動
車
で
の
避
難
は
緊
急
車
両

の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特

別
の
場
合
を
除
き
、
控
え
ま
し
ょ

う
。

④
動
き
や
す
い
服
装
、

２
人
以
上
で
の
避
難

　
避
難
す
る
時
は
、
動
き
や
す
い

服
装
で
、
２
人
以
上
で
の
行
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
足
元
に
注
意

　
浸
水
し
て
い
る
場
合
は
、
さ
ぐ

り
棒
な
ど
を
持
ち
、
側
溝
や
排
水

路
に
転
落
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は
必
ず
来
る
も
の
と

思
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　
普
段
か
ら
物
と
心
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　
災
害
対
応
は
命
を
救
う
こ

と
を
最
優
先
し
、
お
互
い
に

助
け
合
い
ま
し
ょ
う
！

避
難
す
る
時
に

心
が
け
て
ほ
し
い
こ
と
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９
月
18
日
に
石
川
町
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
大
雨
に

よ
り
ダ
ム
の
貯
水
量
を
超
え
、
河
川
が

洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
、
役
場
や
関
係
機
関
、
住
民
が
一

緒
に
訓
練
す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
時

災害対策本部を設置し、情報収集や住民の避難
などの対策について検討します。

炊き出し訓練の様子。豚汁やおにぎりを配給し
ました。

母畑小学校児童が災害用炊飯袋（ハイゼックス）
を使用した炊き出し方法を体験しました。

石
川
町
防
災
訓
練
を
実
施
！

に
お
け
る
被
害
の
拡
大
防
止
と
迅
速
な

情
報
伝
達
を
訓
練
し
、
町
の
防
災
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
避
難
訓
練
や
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
内
容
の
ほ

か
、
救
命
講
習
会
も
行
い
ま
し
た
。

消防署員による救命講習会。心臓マッサージや
ＡＥＤの使用方法について学びました。
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野木沢地区文化祭
●日時　11月2日（土）～3日（日）
●場所　野木沢小学校体育館

沢田地区文化祭
●日時　10月19日（土）～20日（日）
●場所　沢田中学校体育館

山橋地区文化祭
●日時　11月3日（日）
●場所　山橋自治センター

山橋地区文化祭
●日時　11月3日（日）
●場所　山橋自治センター

中谷地区文化祭
●日時　11月2日（土）～3日（日）
●場所　中谷自治センター

中谷地区文化祭
●日時　11月2日（土）～3日（日）
●場所　中谷自治センター

母畑地区文化祭
●日時　11月2日（土）～3日（日）
●場所　母畑自治センター

石川地区文化祭
●日時　11月2日（土）～4日（月）
●場所　町体育館

地域の特色を生かした文化祭を開催!!

●開催日時	 11月 2日(土)～ 4日(月)
	 	 午前 9時～午後5時（4日は午後3時まで）
●会　　場	 石川町公民館及び石川町体育館
●展示内容
華道展、くみひも展、書道展、革工芸展、籐手芸展、パッチ
ワーク作品展、石粉粘土作品展、幼児絵画展、児童作品展、
老人ホーム作品展、さくら荘作品展、水墨画展、絵画展、絵
手紙作品展、自治センター学級生作品展、きり絵作品展、長
寿会作品展、野菜展示、桜が丘愛生園作品展、石川共生園作
品展、中学生作品展、一般作品展

※個人で出品される方は
10月18日（金）までに公民
館へお申し込みください。
※車でお越しの際は、旧森
林技術センター駐車場をご
利用ください。

健康相談コーナー!!
11月4日㈪には健康相談コーナ
ーが設置されます。お気軽に
ご利用ください。
●日時	 11月4日㈪
	 午前10時～正午
　　●会場　石川町体育館

力作並ぶ!
各種作品の展示

　 石 川 町 総合文化祭

石川町総合文化祭日程
開催日 内　　容 会　　場
10月12日 草石展 町体育館
13日 草石展 町体育館

19日
沢田地区文化祭 沢田中学校体育館
盆栽展 町体育館

20日
沢田地区文化祭 沢田中学校体育館
石川町芸能祭 石川町共同福祉施設
盆栽展 町体育館

26日 石川町音楽祭 石川町共同福祉施設

11月	2日

各種作品展示 町公民館、町体育館
石川地区文化祭 町公民館、町体育館
中谷地区文化祭 中谷自治センター
母畑地区文化祭 母畑自治センター
野木沢地区文化祭 野木沢小学校体育館

3日

各種作品展示 町公民館、町体育館
石川地区文化祭 町公民館、町体育館
山橋地区文化祭 山橋自治センター
中谷地区文化祭 中谷自治センター
母畑地区文化祭 母畑自治センター
野木沢地区文化祭 野木沢小学校体育館
みんなおいでよ楽しい絵本 町公民館図書室
茶会 町公民館

4日
各種作品展示 町公民館、町体育館
石川地区文化祭 町体育館

10日 町民俳句大会 町公民館
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　石川町総合文化祭が10月12日㈯から11月10日㈰まで町公民館、町体育館、各自治
センター、共同福祉施設で開催されます。総合文化祭は草石展を皮切りに、文化祭
恒例の芸能祭、音楽祭、町民俳句大会、書道や水墨画等の作品展などが行われます。
　各地区文化祭では、地域の特色を生かした文化祭が開催されますので、お誘い合
わせのうえご来場ください。

第47回石川町芸能祭
●日　　時	 10月20日（日）
　　　　　　　	開演　午後0時30分（開場：正午）
●会　　場	 石川町共同福祉施設
●出演団体
	詩吟、詩舞、剣舞	　石陽吟詠会、石川吟琇会、石川琇稜会、
　　　		　　　		　　	詩舞静友会、積善同志会
	邦舞	　白ゆり会、すみれ会、ひまわり会、藤の会、芳華会、
　　　		いしかわ絵川会、暁会、曲木式部愛好会、藤芳会
	民舞	　石川民舞会
	洋舞	　レクダンスクラブ石川、ジャズダンスISHIKAWA、
　　　		石川クリスタルダンスサークル
	太極拳	　中華太極拳沢田愛好会

第21回石川町音楽祭
●日　　時	 10月26日(土)
	 	 開演:午後6時(開場:午後5時30分)
●会　　場	 石川町共同福祉施設
●出演団体　　	大正琴	　石川琴晶会
　　　　　　　	ギター	　ギタリスタス石川
　　　　　　　	筝曲	　筝友会
　　　　　　　	オカリナ	　オカリナ石川会
　　　　　　　	トーンチャイム	　フライデーズクラブ
　　　　　　　	合唱	　石川女性コーラス
　　　　　　　	吹奏楽	　石川吹奏楽団

●日　　時	 11月3日(日)　午前10時～午前10時30分
●場　　所	 石川町公民館図書室
●対　　象	 おおむね乳幼児と保護者
●内　　容	 ●パネルシアター　　●読み聞かせ

●日時
　10月12日㈯～13日㈰
　午前9時～午後5時
　※13日は午後3時まで
●会場	 石川町体育館

草石展
●日時
　10月19日㈯～20日㈰
　午前9時～午後5時
　※20日は午後3時まで
●会場	 石川町体育館

盆　栽　展
●日時
　11月3日㈰
　午前10時～午後3時
●会場	 石川町公民館
※お茶券200円

茶　会 町民俳句大会

みんなおいでよ
楽しい絵本

●日時
　11月10日㈰
　午後1時～
●会場	 石川町公民館

　 石 川 町 総合文化祭
開催日10月12日㈯〜11月10日㈰
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自
己
保
有
米
や
縁
故
米
な
ど
全
て
の
米
が
検
査
対
象
で
す

25
年
産
米
の
全
量
全
袋
検
査
に
ご
協
力
願
い
ま
す

　
今
年
の
福
島
県
の
米
の
作
況
指
数
は
、
昨
年
同
様
に
「
や
や
良
」
と
発
表
さ
れ
、

町
内
で
も
本
格
的
な
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
は
、
福
島
県
産
米
の
安
全
安
心
の
確
保
と
消
費
者
の
信
頼
回
復
の
た
め
、

昨
年
に
引
き
続
き
全
量
全
袋
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
町
内
産
米
か
ら
濃
度
の
高
い
米
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
風
評
被

害
の
払
し
ょ
く
に
は
継
続
し
た
検
査
が
必
要
で
す
の
で
、
今
年
度
も
検
査
受
検
に

生
産
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
9
月
13
日
に
生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ

ル
を
郵
送
し
ま
し
た
。
ラ
ベ
ル
は
、
石
川

地
方
農
業
再
生
協
議
会
の
水
田
台
帳
、
昨

年
の
検
査
実
績
を
元
に
発
行
し
ま
し
た
が
、

不
足
等
が
生
じ
た
場
合
は
追
加
送
付
し
ま

す
の
で
、
町
産
業
振
興
課
農
政
係
（
☎

2
6
ı
９
1
2
6
）
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
を
生
産
し
て
い
る
方
で
ま
だ

ラ
ベ
ル
が
届
い
て
い
な
い
方
も
ご
連
絡
願

い
ま
す
。

生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド

ラ
ベ
ル
を
送
付
し
ま
し
た

生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド

ラ
ベ
ル
の
貼
付
位
置

　
生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
、
米
袋

の
上
端
か
ら
約
40
㎝
、
右
端
か
ら
約
20
㎝

の
位
置
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル

は
、
原
則
的
に
農
家
の
皆
さ
ん
に
貼
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
乾
燥
調
整
を
行
う

　
自
己
保
有
米
や
縁
故
米
な
ど
の
検
査

は
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
「
米
の
全
袋
検

査
所
」
ま
で
運
搬
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ト
ラ
ッ
ク
が
な
い
方
、
高
齢
者
世
帯

で
運
搬
で
き
る
人
が
い
な
い
な
ど
検
査
所

ま
で
の
運
搬
手
段
が
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
町
協
議
会
が
集
荷
し
て
検
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
米
の
全
袋
検
査
所
（
☎

2
6
ı
6
0
4
6
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

運
搬
で
き
な
い
方
は

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

距
離
に
応
じ
て
検
査

手
数
料
を
支
払
い
ま
す

　
町
協
議
会
で
は
、
検
査
所
ま
で
の
運
搬

や
検
査
立
ち
会
い
の
手
間
に
対
し
て
「
検

査
立
会
手
数
料
」
を
支
払
い
ま
す
。
昨
年

は
町
内
一
律
の
単
価
で
支
払
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
単
価
を
見
直
し
、
自
宅
か
ら
検

査
所
ま
で
の
運
搬
距
離
に
応
じ
た
単
価
を

設
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
運
搬
距
離
に
つ
い
て
は
、
検
査

申
込
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

検
査
所
ま
で
の
距
離
が
わ
か
ら
な
い
方
の

た
め
に
町
内
各
施
設
か
ら
の
距
離
を
受
付

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
受
付
時
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

米の全袋検査所（自己保有米等の検査所）
☎２６－６０４６

石川町大字赤羽字韮草３９－１０
（ＪＡあぶくま石川・石川営農生活センター内倉庫）

検査予約時間：午前９時～午後５時
※１０月１日～１１月１０日までの繁忙期は、土日祝日も休まず検査を行います。

前
に
指
定
さ
れ
た
位
置
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
の
米
袋
に
は
ラ
ベ

ル
貼
り
付
け
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
こ
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ラ
ベ
ル
は
自
動
読
み
取
り
機
で

読
み
取
り
ま
す
の
で
、
斜
め
に
な
ら
な
い

よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

平成2５年度検査立会手数料単価
自宅から検査所
までの距離 単価

５㎞未満 200円／袋

５㎞以上
10㎞未満 225円／袋

10㎞以上 250円／袋
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　新庁舎の基本設計については、指名型プロポー
ザル方式（※）により４社がプレゼンテーション
を行い、最優秀賞に選定された「株式会社佐藤総
合計画東北事務所」（仙台市）と契約を締結しました。
　これにより、11月末までには、基本設計が策定
され、新庁舎の概要が決定します。
※プロポーザル方式とは、建築設計を委託するう
えで、技術力や経験、体制などの提案を公正に評
価して、もっとも適した「人（設計者）」を選ぶ
方式です。

～町民説明会を開催します～
　新庁舎の基本設計（案）について、概要を町民の皆さんに説明し、ご意見等をいただくため町民説明会
を開催します。
　開催日程は次のとおりとなりますので、多くの方のご参加をお願いします。

日　時 11月5日（火）　午後６時30分～
場　所 石川町共同福祉施設ホール
●お問い合わせ先　総務課総務係　☎26－2111

新庁舎の基本設計がスタートしました

（プロポーザル時のイメージ図です）

　まちなかに活力と賑わいを取り戻すために、「まちな
か再生行動計画」を策定中です。また、役場庁舎等の移
転に伴う、跡地の利用についても検討を行っています。
　今回は、役場庁舎等跡地の利活用方法について、また、
策定中のまちなか再生行動計画についての経過報告を行
いますので、町民のみなさまにご意見をいただきたいと
思います。

日　時 10月31日（木）　午後7時～
場　所 石川町共同福祉施設ホール

●お問い合わせ先　産業振興課　復興再生対策室　☎26-9113

まちなかの活力と賑わいを創出

まちなか再生行動計画
説明会（第１回）を開催します







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 10 月号 ● 12

添田　信彦さん（27歳）　●鹿ノ坂

▶次回は、添田さんの紹介で遠藤　成美さんです。

職 業▶社会福祉法人桜が丘愛生園で支援員
として働いています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事です。４年目に入り後輩もたくさん
入ったので、先輩として気を引き締めて
仕事を頑張ろうと思います。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
一軒家を建てることです。
将来どんな町になって欲しいですか
活気のあふれる町になって欲しいです。
最後に理想のタイプは
思いやりのある女性です。

櫻井　愛
あい

心
る

くん（7歳）

　　　心
る

香
か

ちゃん（3歳）

　　　香
か

菜
な

ちゃん（2歳）

「パワフル３兄弟!!喧嘩ばかり
するけど父ちゃん母ちゃんは

大好きだぞ〜」
とおちゃんより ほかあちゃんより

　北町



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
4
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
38
年
に
結
婚
し
、
当
初
は

専
業
農
家
と
し
て
夫
婦
そ
ろ
っ
て
働
い
て

い
ま
し
た
。
専
業
農
家
で
生
活
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
高
度
成
長
の
波
に
は
勝
て
ず
、
結
局
兼
業

を
選
び
、
妻
も
就
職
し
て
休
日
に
は
農
作
業
を
し

な
が
ら
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
50
年
を
振
り
返
る

と
一
番
充
実
し
て
い
た
の
は
子
育
て
の
時
だ
と
思

い
ま
す
。
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
も
若

く
、
夢
も
あ
り
、
一
番
良
い
時
期
で
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
い
い
思
い
出
の
一
つ
と
し
て
は
旅
行
が
あ

り
ま
す
。
特
に
家
族
み
ん
な
で
の
旅
行
は
い
つ
ま

で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
金
婚

式
の
記
念
に
と
子
ど
も
達
の
計
ら
い
で
憧
れ
だ
っ

た
カ
シ
オ
ペ
ア
で
北
海
道
旅
行
も
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

政
治
…
絵
の
仲
間
と
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
が

楽
し
み
で
す
。
ま
た
3
年
前
か
ら
夫
婦
そ

ろ
っ
て
母
畑
そ
ば
打
ち
愛
好
会
で
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

久
子
…
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
旅
行
を
す
る
こ
と
が
好

き
で
す
。石

川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

芽
吹
き
の
こ
ろ
の
母
畑
温
泉
郷
が
好
き
で

す
。
ま
た
秋
の
紅
葉
で
は
ホ
テ
ル
下
の
湯

付
近
の
け
や
き
並
木
が
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。
役

場
前
の
桜
も
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

少
子
化
対
策
で
す
。
手
当
て
政
策
で
な
く
、

職
場
の
確
保
な
ど
若
者
が
定
住
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　今月号からは、町民アンケート調査から重点施策と位置付け
られた施策を除く、基本計画の部門別施策について紹介してい
きます。
　観光の振興における前期の取り組みは、本町の強みであるバ
リエーションに富んだ温泉旅館、宿泊施設を全国にＰＲしました。
また、東日本大震災、原子力発電所事故の発生後は、温泉や観
光施設の誘客キャンペーン事業を展開し、観光客の回復に努め
ました。さらに、本町の桜をＰＲすべく、桜まつりイベントの内

容強化、関連する特殊性のある取り組みを打ち出し、さくらＰ
Ｒ活動を行いました。
　引き続き「グリーンツーリズム」「体験型の観光」「高齢者等
に対応した観光のあり方」などのニーズに対応した環境整備
を推進しながら、観光入込客数の増加を目指します。
　更に、観光素材の再発掘をすすめ、地域ブランドを開発す
ることによる情報発信により認知不足を解消するとともに、東
日本大震災、原発事故による風評被害対策を継続して行って
いきます。

みんなが主役
ニーズに対応した観光の環境整備を協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：関根　政治さん（74歳）
　　　　　　久子さん（69歳）
住所：母畑字堀ノ内

旅行がいい思い出です

▲平成25年４月の花見弁当・団子販売のようす
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い
し
か
わ
の
歴
史

石
川
桜
め
ぐ
り

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

27
　
相
次
ぐ
明
治・大
正
の
戦
争

�
樹
種　
紅
枝
垂
れ
桜

�
樹
齢　
推
定
１
２
５
年

�
形
状
寸
法　
　
樹
高　
24
ｍ

�
特
記
事
項

　
お
墓
の
隣
に
見
守
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
紅
枝
垂
れ
桜
で
、
春
に
な

る
と
き
れ
い
な
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

�
見
頃　
４
月
下
旬

山
神
の
枝
垂
れ
桜

沢
井
字
山
神
地
内

　
日
本
の
近
代
は
明
治
維
新
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
明
治
政
府
の
「
富
国
強
兵
」

「
殖
産
興
業
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

近
代
工
業
を
導
入
し
強
力
な
軍
隊
を
持

つ
こ
と
を
国こ

く
是ぜ

と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

封
建
的
な
ア
ジ
ア
を
脱
し
て
、
欧
米
資

本
主
義
列
強
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
遅
れ
た
」
ア
ジ
ア
諸
国
を
支
配
す
る
こ

と
も
い
と
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
つ
て

の
民
権
家
と
い
え
ど
も
、「
民
権
」
よ
り

も
「
国
権
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
河
野
広
中
も
、
吉
田

光
一
も
こ
の
呪じ

ゅ
縛ば

く
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
最
初
の
対
外
戦
争
は
明
治
二
十
七

（
一
八
九
四
）・
二
十
八
年
の
日に

っ
清し

ん
戦
争

で
す
。
こ
れ
は
朝
鮮
支
配
を
め
ぐ
る
清

国
（
中
国
）
と
の
戦
い
で
し
た
が
、
勝

利
し
た
日
本
は
朝
鮮
か
ら
清
勢
力
を
排

除
し
、
敗
戦
国
が
出
す
賠
償
金
と
台
湾

な
ど
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
に

は
石
川
郡
か
ら
二
一
三
人
が
従
軍
し
、

三
四
人
が
戦
死
し
ま
し
た
。
吉
田
光
一

は
勝
利
を
祝
い
、「
大
や
し
ま
め
く
れ
る

海
の
波
の
う
へ
も
、
ひ
ろ
き
道
あ
る
君

の
御
世
か
な
」
と
詠
み
ま
し
た
。「
大
や

し
ま
（
八
島
）」
は
日
本
、「
君
」
は
明

治
天
皇
の
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て
戦
勝

国
の
利
益
は
す
べ
て
の
国
民
を
酔
わ
せ

ま
し
た
。

　
一
〇
年
後
に
は
強
国
ロ
シ
ア
と
戦
い

勝
利
し
ま
し
た
。
こ
の
日
露
戦
争
の
結

果
わ
が
国
は
朝
鮮
（
大
韓
国
）
の
支
配

権
を
獲
得
し
、
や
が
て
植
民
地
と
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
南
樺か

ら
太ふ

と
の
領
有
お
よ
び

遼り
ょ
う
と
う東

半
島
支
配
権
と
、
満
州
（
中
国
東

北
部
）
で
の
鉄
道
・
鉱
山
な
ど
の
権
利

も
獲
得
し
ま
し
た
が
、
賠
償
金
が
な
か

っ
た
た
め
、
国
民
の
一
部
は
東
京
で
騒

動
（
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
）
を
お
こ
し

ま
し
た
。
事
件
の
先
頭
に
立
っ
た
の

が
河
野
広
中
で
し
た
。
こ
の
戦
争
に
は

石
川
郡
か
ら
は
四
五
九
人
が
出
征
し
、

五
〇
人
が
戦
死
し
ま
し
た
。
日
露
戦
争

の
結
果
、
日
本
は
列
強
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
「
一
等

国
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

に
勃
発
し
た
世
界
大
戦
に

日
本
も
参
戦
し
ま
し
た
。

目
的
は
ド
イ
ツ
が
中
国
で

も
っ
て
い
た
青チ

ン
タ
オ島
な
ど
で
の
権
利
で
し

た
が
、
ド
イ
ツ
の
敗
北
に
よ
り
獲
得
し

ま
し
た
。
当
時
の
石
川
町
で
も
町
長
が

町
民
を
石
都
々
古
和
気
神
社
に
集
め
、

「
宣
戦
奉
告
祭
」
を
執
行
す
る
状
況
で
し
た
。

　
大
戦
を
契
機
に
日
本
経
済
は
拡
大
し

ま
し
た
。
綿
糸
・
綿
布
、
特
に
生
糸
の

ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
海
運
・
造
船
・
鉄

鋼
業
が
発
展
し
、
大
正
八
年
に
は
工
業

生
産
額
が
農
業
生
産
額
を
上
回
り
、
日

本
は
工
業
国
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
号
で
紹
介
し
た
石
川
最
初
の
株
式

会
社
東
光
社
は
同
四
年
に
株
式
の
減
資

を
決
め
ま
し
た
が
、
同
五
年
に
は
こ
れ

を
取
り
消
し
増
資
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
経
済
と
と
も
に
政
治
も
変
化
し
、
明

治
維
新
以
来
の
藩
閥
勢
力
は
よ
う
や
く

後
退
し
、
立
憲
政
友
会
や
憲
政
党
な
ど

の
政
党
が
政
治
の
主
導
権
を
握
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
中
国
進
出
は
中
国
民
衆
の
反

発
と
列
国
の
警
戒
を
招
き
、
朝
鮮
で
は

独
立
運
動
が
お
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大

震
災
は
大
き
な
影
を
落
と
し
ま
し
た
。山橋村日清戦争徴兵垂れ

幕（『石川町史』第二巻）



　季節の食材を使って、「高血圧予防！
メニュー」を食改さんと一緒に作ってみ
ませんか？塩分測定も行います！いつも
飲んでいる「みそ汁を汁椀1杯分」持参
ください。
　日頃、自分たちがどのくらい塩分を取
っているか、この教室で調べてみましょ
う!!
●生活習慣病予防（高血圧予防レシピ！）　

～健康な体をつくりましょう！～
　＜人参ご飯・車麩のカツ風・小松菜の

煮びたし・漬物・みそ汁＞
●時　　　間　午前９時3０分～　　
●持　参　品　エプロン、三角巾、
　　　　　　　塩分測定用のみそ汁
　　　　　　　（汁椀１杯分）
●参　加　費　3００円（材料費）
●申込締切り　参加を希望される方は、

各地区の担当者へ実施日3日前までに
電話でお申し込みください。

●お問い合わせ先　石川町保健センター　　
　☎2６－８４１６

石川町食生活改善推進員による
伝達料理講習会開催のお知らせ

日程表
日　　程 会　　場 担当者

11月 6日（水） 曲木集会所 相楽 ☎26-6234

11月 8日（金）
石川町公民館(荒町、
馬場町、古町、当町、松
木下、猫啼、外槙地区)

山田 ☎26-5412 
竹貫 ☎26-3388

11月12日（火） 中田区会事務所 瀬谷 ☎56-1088 
中溝 ☎26-4605

11月13日（水） 沢田自治センター 二瓶 ☎26-6024

11月15日（金） 山橋自治センター 遊佐 ☎26-3250

11月16日（土） 中谷自治センター 武田 ☎26-1353

11月17日（日） 竹柄集会所 山田 ☎26-5412

11月17日（日） 塩沢農業構造改善
センター 吉田 ☎26-6297

11月22日（金） 野木沢自治センター 二瓶 ☎26-6024

11月22日（金）
石川町公民館(北町、
新町、三芦、南町、高
田、新田地区)

荒川 ☎26-3344

12月 4日（水） 母畑自治センター 関根 ☎26-6469

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
」

～ 

在
宅
で
の
看
取
り
を
考
え
る
⑵ 

～

　
み
な
さ
ん
は
、
ご
自
分
ま
た
は
ご
家
族
の
最
期
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

　
「
最
期
を
ど
こ
で
過
ご
し
た
い
か
」
の
問
い
に
、
多
く
の
人
が
「
住
み
慣
れ

た
家
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
国
民
の
80
％
以
上
は
病
院
等
で
最
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、「
在
宅
で
の
看
取
り
を
可
能
に
す
る
た
め
に
」
の
テ
ー
マ
で
、
2

回
に
わ
た
り
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
を
行
い
、
実
際
の
事
例
か
ら
在
宅
で
の
看

取
り
に
必
要
な
要
件
等
を
考
え
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
本
人
の
「
最
期
は
家
で
」
と
い
う
意
思
決
定
、
家
族
の
理
解
・
協
力
、

往
診
し
て
く
れ
る
主
治
医
や
訪
問
看
護
の
支
援
、
地
域
の
理
解
と
支
え
、
医
療

と
介
護
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
最
期
や
看
取
り
に
つ
い
て
の
勉
強
会
等
、
大
事
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
内
容
を
踏
ま
え
て
、
6
月
か
ら
地
区
の
会
合
や
長
寿
学
級
等
で
「
介

護
保
険
と
最
期
の
あ
り
方
」
を
考
え
る
講
話
を
始
め
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
大
事
な
こ
と
だ
け
ど
、
話
題
に
し
た
こ
と
な
か
っ
た
な
あ
」「
今

の
関
係
が
大
事
な
ん
だ
よ
な
」「
若
い
人
と
も
話
し
て
み
た
い
」
等
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

　
ご
自
分
の
最
期
の
あ
り
方
や
ご
家
族
の
見
送
り
方
を
考
え
る
こ
と
は
、
今
を

ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
だ
と
、
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
最
期
を
在
宅
で
…
と
望
む
方
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
地
域
」「
最
期
ま
で
住

み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
」
に
向
け
て
、
地
域
の
み
な
さ

ん
・
関
係
機
関
、
み
ん
な
で
考
え
話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団
助
成

事
業
の
申
請
受
付
け
に
つ
い
て

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支
援

す
る
㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団
で
は
、

現
在
、
平
成
25
年
度
第
3
期
分
の
助
成

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

１
．平
成
25
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
3
月
31
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

① 

広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動

の
成
果
発
表
（
美
術
展
、
音
楽
会
、

演
劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版
、
映

画
、
生
活
文
化
（
茶
の
湯
、
生
花
、

陶
芸
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
民
族

衣
装
、
押
し
花
等
）
等
）

※
生
活
文
化
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ

の
行
事
が
広
域
市
町
村
圏
段
階
レ
ベ

ル
の
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合

に
の
み
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

② 

県
の
代
表
や
公
的
機
関
か
ら
の
招

へ
い
に
よ
り
国
内
外
の
発
表
会
等
へ

参
加
す
る
事
業

③ 

文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の

事
業

 

な
ど

２
．平
成
25
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
3
月
31
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

① 

東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害

で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が

参
加
す
る
芸
術
文
化
及
び
伝
統
芸
能

に
関
す
る
事
業

② 

東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害

で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が

伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
の
た
め
に

行
う
ソ
フ
ト
事
業

③ 

東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害

で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が

所
有
す
る
伝
統
芸
能
の
用
具
等
の
新

調
・
修
理
事
業

●
対
象
者

　
県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身
者

も
含
む
）
ま
た
は
文
化
団
体
等
（
商
工

会
、
商
工
会
議
所
、
JC
等
を
含
む
）。

●
助
成
金
額

　
助
成
対
象
経
費
の
１
/
３
ま
た
は
１

/
２
以
内
の
額
。
た
だ
し
対
象
事
業
の

区
分
に
よ
り
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
公
民
館
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
10
月
31
日
㈭

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
教
育
委
員
会

　
　
教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
２
６
ı
２
５
６
６

　幼児期の学校教育・保育や、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するため、子ども・子育て支援新
制度が、平成2７年度にスタートする予定です。（昨年8月、関連法が国会で成立しました）
　このため、本町では、本年11月から子育て当事者等の意見の反映と事業の実施状況等を調査審議する「石
川町子ども・子育て会議」を発足させ、住民の皆さんの子育ての状況やニーズを把握し、それに基づいた事
業計画を策定するための準備を進めるなど、新制度に向けた準備をしてまいります。
　つきましては、「石川町子ども・子育て会議」で子育て支援に関する幅広い分野の方から意見を伺うため、
次により会議の公募委員を募集いたします。
●委員の役割  本町の子ども・子育て支援に関する施策について、意見を述べていただきます。
●応募資格  町内に引き続き1年以上在住し、青少年の健全育成や地域の子育て支援に興味
   のある方。ただし、町の他の附属機関などの委員は除きます。
●募集人数  2名
●任　　期  委嘱の日から平成2７年3月末まで
●募集期間  平成25年10月1日㈫から平成25年10月31日㈭まで
●応募方法  所定の応募用紙に次の事項を記入して、直接または郵送・電子メールにてお申し
   込みください。応募用紙や原稿用紙は保健福祉課児童福祉係にあります。
   （町のホームページからもダウンロードできます）
   ・住所　・氏名　・年齢　・電話番号　・経歴　・応募の動機等　
●応募先  〒963-７893　石川町字下泉153－2
   保健福祉課　児童福祉係
   Ｅメール：hoken@town.ishikawa.fukushima.jp
●選考方法  書類選考
●結　　果  本人宛てに通知します。
●その他  応募書類はお返ししませんのでご了承ください。
※子ども・子育て支援新制度の詳細については、石川町のホームページにアクセスして下さい。
http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/
●お問い合わせ先 保健福祉課　児童福祉係　☎26-0811

石川町子ども・子育て会議の委員を募集します
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新
し
い「
石
川
小
学
校
」の

校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
」の
お
知
ら
せ

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

第
３
回
議
会
報
告
会

開
催
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

第
5
回「
消
防
ふ
れ
あ
い

デ
ー
」の
お
知
ら
せ

石
川
町
教
育
委
員
会
の
点
検・評
価

（
平
成
24
年
度
施
策・事
業
）に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　
福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の
排
除
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な

い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」
不
正
軽

油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の

地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
総
務
部
税
務
課

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医

療
機
関
に
予
約
の
上
、
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
石
川
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

⑴
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
当
日
の
年
齢
）

⑵
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障

害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
）

●
実
施
期
間

　
平
成
25
年
10
月
１
日
㈫
～

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

●
実
施
場
所

　
石
川
郡
内
医
療
機
関
を
含
む
福
島
県

内
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

●
接
種
回
数　
１
回

●
接
種
費
用

　
自
己
負
担
金
１
，６
０
０
円
（
接
種

料
金
３
，６
０
０
円
の
う
ち
、
２
，０
０

０
円
を
助
成
し
ま
す
。）

※
65
歳
以
上
で
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、

無
料
（
全
額
助
成
）
と
な
り
ま
す
。

※
石
川
郡
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た

場
合
、
自
己
負
担
金
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
町
議
会
で
は
、
議
会
活
動
の
報
告

や
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
第
３
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
当
日
は
、
議
会
の
報
告
以
外
に
も
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め

『
学
校
統
合
後
の
廃
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
』『
放
射
能
対
策
に
つ
い
て
』
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時

　
労
働
力
調
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の
就
業
状
況

調
査
で
す
。

　
就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済

対
策
や
雇
用
・
失
業
対
策
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

●
対
象
地
域

　
・
大
字
中
野
の
一
部
の
地
域

　
・
大
字
塩
沢
の
一
部
の
地
域

●
対
象
者

　
対
象
地
域
に
お
住
い
の
方
の
う
ち
、

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
「
消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日　
10
月
26
日
㈯

●
時
間　
正
午
～
午
後
2
時

●
場
所

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
須
賀
川
駐
車
場

●
開
催
内
容

⑴
啓
発
活
動
コ
ー
ナ
ー

⑵
一
般
家
庭
の
消
火
器
無
料
点
検
及
び

有
料
回
収

●
そ
の
他

　
天
候
等
に
よ
り
規
模
の
縮
小
や
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　

　
10
月
10
日
㈭
～
12
月
10
日
㈫

●
応
募
資
格　

　
町
内
に
在
住
す
る
者
、
町
内
学
校
に

在
学
す
る
児
童
生
徒
、
町
内
企
業
等
に

勤
務
す
る
者

●
応
募
方
法
等

　
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
、

今
月
別
途
に
配
布
し
て
い
る
「
新
し
い

石
川
小
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
募
集
要

項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
総
務
係

　
☎
２
６
ı
9
１
３
4

統
計
法
に
基
づ
き
抽
出
さ
れ
た
世
帯
の

15
歳
以
上
の
方

●
調
査
期
間

　
平
成
25
年
11
月
～
平
成
26
年
2
月

●
調
査
方
法

　
知
事
が
委
嘱
し
た
統
計
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
統
計
課

　
　
☎
０
２
4
ı
５
２
１
ı
7
１
4
５

☎
０
２
4
ı
５
２
１
ı
7
２
０
５

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
4
ı
9
３
５
ı
１
２
６
０

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
第
2７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

効
果
的
な
教
育
行
政
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
、
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管

理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・

評
価
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
報
告
書
に
作
成
し
、
次
に
よ
り
公
表

し
ま
す
。

・
各
自
治
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
ı
8
4
１
６

10月23日㈬
山橋自治センター
中谷自治センター

10月24日㈭
石川町公民館
母畑自治センター

10月25日㈮
野木沢自治センター
沢田自治センター

（時間はいずれも午後７時〜午後9時）
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行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談
所
を
開
設
し
て
ま
す

「
労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会
」

出
張
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

訪
問
歯
科
診
療
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す

郡
山
年
金
事
務
所
に
よ
る
予
約
制

の
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

心
配
ご
と
相
談

　
老
齢
年
金
及
び
受
給
者
死
亡
に
関
す

る
相
談
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
の
あ

る
方
は
原
則
、
市
町
村
の
窓
口
で
手
続

き
が
で
き
な
い
た
め
、
出
張
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
開
催
日　
10
月
24
日
㈭

●
出
張
相
談
会
場

　
石
川
町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

●
相
談
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
予
約
受
付

　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
２
4
ı
9
３
２
ı
３
4
３
4

※
予
約
電
話
は
午
前
8
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
9
１
２
１

●
日
時

　
　
10
月
10
日
㈭

　
　
10
月
25
日
㈮

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
―
３
7
9
３

　
平
成
26
年
1
月
か
ら
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
、
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業

務
を
行
う
す
べ
て
の
方
が
記
帳
・
帳
簿

等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
須
賀
川
税
務
署
で
は
制

度
の
概
要
や
記
帳
の
仕
方
等
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
記
帳
説
明
会
」
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得
者

・
10
月
21
日
㈪

　
　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
須
賀
川
市
産
業
会
館
2
階
研
修
室

●
農
業
所
得
者

・
10
月
21
日
㈪

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
須
賀
川
市
産
業
会
館
2
階
研
修
室

・
10
月
23
日
㈬

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
1
階

・
10
月
30
日
㈬

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
須
賀
川
市
産
業
会
館
2
階
研
修
室

※
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳

の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nta.go.jp

）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
須
賀
川
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
須
賀
川
税
務
署

☎
０
２
4
8
ı
7
５
ı
２
１
9
4

●
出
張
相
談
会

・
10
月
26
日
㈯

　
　
郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
10
月
2７
日
㈰

　
　
県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

※
相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
で
す
。

※
事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
休
日
電
話
相
談
会

　
10
月
26
日
㈯
、
2７
日
㈰

※
相
談
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
で
す
。

☎
０
２
4
ı
５
２
１
ı
7
５
9
4

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
4
ı
５
２
１
ı
7
５
9
4

　
メ
ー
ル

ro
ud

o
uso

ud
an@

p
ref.
　
福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
で
は
、

訪
問
歯
科
診
療
を
行
う
歯
科
医
院
の
紹

介
や
質
問
・
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
訪
問
歯
科
診
療
と
は

　
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困
難
な
方
の

も
と
へ
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が

伺
っ
て
、
治
療
や
口
腔
ケ
ア
を
行
う
も

の
で
す
。

●
利
用
で
き
る
方

①
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
り
通
院
が
困
難

で
、
在
宅
で
の
歯
科
治
療
を
希
望
す

る
方

②
病
気
や
け
が
の
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
に
よ
り
入
院
中
の
方

③
介
護
施
設
等
に
入
所
中
の
方

　
な
ど

●
治
療
費
に
つ
い
て

　
訪
問
歯
科
診
療
は
医
療
保
険
が
適
用

に
な
り
、
通
常
の
自
己
負
担
と
同
様
の

取
り
扱
い
で
す
。（
た
だ
し
、「
歯
科
訪

問
診
療
料
」
等
の
料
金
が
発
生
し
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
（
福

島
県
歯
科
医
師
会
内
）

　
☎
０
２
4
ı
５
２
３
ı
３
２
６
8

（
受
付
時
間　
平
日　
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
）

　
10
月
21
日
㈪
か
ら
2７
日
㈰
ま
で
の
一

週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関

し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心

配
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望

し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

で
す
。

　
石
川
町
に
お
い
て
は
、
行
政
相
談
週

間
中
に
限
ら
ず
、
行
政
相
談
委
員
が
自

●
開
催
日　
11
月
20
日
㈬

●
時
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
1
時
）

●
会
場　
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
１
階

●
対
象
者　
石
川
郡
内
の
徴
収
義
務
者

　
※
年
末
調
整
の
諸
用
紙
は
、
10
月
28

日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈭
の
間
で
発
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
須
賀
川
税
務
署
（
源
泉
所
得
担
当
）

　
　
☎
０
２
4
8
ı
7
５
ı
２
１
9
4

宅
等
で
相
談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
毎

月
石
川
町
公
民
館
で
行
政
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
定
例
行
政
相
談
会

　
10
月
26
日
㈯　
午
前
9
時
～
正
午

　
場
所
：
石
川
町
公
民
館

●
石
川
町
の
行
政
相
談
委
員

　
諸
岡　
節
男
さ
ん

　
　
（
字
下
泉
１
9
8
ı
１
）

　
　
　
☎
２
６
ı
１
4
６
０

　
竹
島　
君
さ
ん

　
　
（
字
高
田
１
１
６
ı
２
）

　
　
　
☎
２
６
ı
０
６
０
２

fukushim
a.lg.jp

須
賀
川
税
務
署

記
帳
説
明
会
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
分
年
末
調
整

説
明
会
の
お
知
ら
せ
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おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール入賞者
　石川町教育委員会及び石川町青少年健全育成推進協議会では、子どもたちに命を伝えていただいた祖父母に感謝し、
同時に父母を敬愛する心を育てるため、「おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール」を実施しました。
町内の各小・中学校・高校からたくさんの応募があり、最終審査の結果、下記のとおり入賞者が決定しました。
　なお、先月各地区で開催されました敬老会の席上で、入賞された方の中から、代表者が作品を発表しました。
児童生徒たちの「感謝」や「おもいやり」の気持ちが詰まった作品に、会場からは大きな拍手が寄せられました。

お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６-２５６６　FAX２６-４９９２

図書紹介
秋と言えば、「読書の秋」。秋の夜長を読書でゆったりと過ごしてみませんか？
図書室では、新刊、今話題の本、懐かしい本などたくさん揃えて皆さんのお越しをおまちしています。

図　書　名 著　者　名 出版社名
１．ホテルローヤル 桜木　紫乃 集英社
２．爪と目 藤野　可織 新潮社
３．野心のすすめ 林　真理子 講談社
４．愛ふたたび 渡辺　淳一 幻冬舎
５．あなたの知らない福島の歴史 山本　博文 洋泉社
６．高校入試 湊　かなえ 角川書店
７．泣き童子 宮部みゆき 文藝春秋
８．できる大人のモノの言い方大全 話題の達人倶楽部 青春出版社
９．隠蔽捜査５　宰領 今野　敏 新潮社
10. わりなき恋 岸　恵子 幻冬舎

★図書室の利用時間
　・月曜日〜金曜日  午前9時〜午後5時
　・土曜日、日曜日、祝日 午前9時〜午後4時
　・利用できない日  第４月曜日、年末年始　12/28〜1/4

入賞者一覧
最優秀賞 優　秀　賞 優　良　賞

小学校
1年生

角田　憂佳莉
（中谷一小）

曲山　泰雅
（野木沢小）

草野　菜月
（野木沢小）

永沼　理子
（石川小）

江尻　博亮
（沢田小）

小学校
2年生

吉田　真凪
（石川小）

鈴木　優花
（石川小）

加藤　優奈
（南山形小）

野㟢　考大
（石川小）

本郷　颯大
（野木沢小）

小学校
3年生

関澤　凛
（石川小）

矢内　海佑
（石川小）

西牧　匠眞
（石川小）

渡辺　楓果
（石川小）

鮎沢　かすみ
（野木沢小）

小学校
4年生

小針　雅史
（石川小）

山田　真子
（石川小）

橋本　美雪
（石川小）

太樂　岳斗
（石川小）

佐藤　秀之慎
（野木沢小）

小学校
5年生

塩田　愛莉
（石川小）

白岩　昂大
（石川小）

飯島　禎
（中谷一小）

大沼　翼
（沢田小）

矢内　悠翔
（南山形小）

小学校
6年生

鈴木　奏汰朗
（石川小）

冨岡　侑晟
（石川小）

鈴木　崚太
（沢田小）

近内　貴哉
（野木沢小）

高原　涼佳
（南山形小）

中学校
1年生

小豆畑　翔
（石川義塾）

矢内　優花
（石川中）

小泉　竜麻
（石川中）

矢内　里和
（石川義塾）

和知　瑞歩
（石川義塾）

中学校
2年生

野内　佳奈
（沢田中）

松山　星花
（石川中）

目黒　美澄瑠
（石川中）

郷　琴里
（沢田中）

大島　多真枝
（石川中）

中学校
3年生

吉田　未来
（石川中）

矢吹　望帆
（石川中）

柳沼　咲香
（石川中）

小針　妃絵
（石川中）

酒井　惣伍
（石川中）

高　校 石井　岬
（県立石川）

緑川伸吾
（県立石川）

※（　）内は学校名



国 保 だ よ り

広報いしかわ 10 月号 ● 20

　健診の対象者には8月下旬、保健協力員が通知を配
布しています。健診を受けたい方で通知が届いていない場合はご連絡ください。

健診名 対象年齢 個人負担金 健診内容

特定健康診査 40歳〜74歳までの
国民健康保険加入者 1,000円

尿検査、身長体重・腹囲、血圧測定、診察、
血液検査、心電図・眼底検査、尿酸検査、
クレアチニン検査

結核・肺がん検診 40歳以上の方 無料 胸部レントゲン検査

大腸がん検診 40歳以上の方 500円※70歳以上及
び生活保護の方は無料

便潜血検査です。配布されている容器に2
日間便を採って持参ください。

高齢者健康診査 75歳以上の後期高
齢者医療保険加入者 無料 尿検査、身長体重、血圧測定、診察、血

液検査、心電図・眼底検査

胃がん検診 40歳以上の方 500円※70歳以上及
び生活保護の方は無料 バリウムを飲みます。

前立腺がん検査 50歳以上の男性 500円
希望する方は当日受付で申し込んでくだ
さい。

Ｃ型肝炎 40歳以上の方 無料
肺がん検診
（喀痰検査） 40歳以上の方 500円※70歳以上及

び生活保護の方は無料

県民健康診査 19歳から39歳の方
（既存健診対象外） 無料 尿検査、身長体重、肥満度、血圧測定、

血液検査
＊年齢の考え方は、平成26年3月31日現在の年齢です。
＊社会保険被扶養者の方の特定健康診査は、保険者から発行される「受診券」と「保険証」があれば町の総合健診で特定健

診を受けることができます。
＊がん検診は、保険者に関係なく町の検診が受けられます。

医療費が高額になったとき
（70歳未満の人の場合）

 世帯で合算できる場合 
同じ世帯で、同じ月内に21，000円以上の自己負担額が
複数ある場合、それらを合算して自己負担限度額を超
えた分が支給されます。
≪自己負担額の計算のしかた≫
　1．月の1日から末日までの受診について計算
　2．同じ医療機関ごとの計算
　3．同じ医療機関でも医科と歯科は別計算
　4．同じ医療機関でも入院と外来は別計算
　5．入院した時の食事代や差額ベッド代等は対象外

　医療費の自己負担額が高額になったとき、申請して
認められると、自己負担限度額を超えた分が高額療養
費として支給されます。
　これは、同じ人が、同じ月内に、同じ医療機関に支
払った自己負担額が下記の表の限度額を超えた場合、
その超えた分が高額療養費支給申請を行うことにより
支給されるものです。
 １ケ月の自己負担限度額 

自己負担限度額

上位所得者(＊)
1５0，000円（８３，400円）
医療費が５00,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算

一　　般
８0，100円（44，400円）
医療費が267,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算

住民税非課税世帯 ３５，400円（24，600円）
＊上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控
除後の総所得金額等が600万円を超える世帯の人です。
（　）内は過去12ケ月間に4回以上高額療養費の支給を受けた
場合の4回目からの限度額です。

　「限度額適用認定証」（上位所得者・一般の人）
「限度額適用・標準負担額減額認定証」（住民
税非課税の人）を提示することで、医療機関への支
払が自己負担限度額までとなります。
　国保の担当窓口で申請し、交付をうけてください。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

10月10日～10月31日まで
各自治センター等で総合健診を

実施します。

●お問い合わせ先　保健センター　☎26－8416
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石 川 町 10～ 11月 の 主 な 予 定

10 月  ● October 11 月  ● November
1
2

3

4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14

金
土

日

月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木

石川地区文化祭（4日まで）

中谷地区文化祭（3日まで）
母畑地区文化祭（3日まで）　　　　　　
野木沢地区文化祭（3日まで）　　　　　
山橋地区文化祭　　　　　　　　　　　　
在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　　
在宅当番医

1歳6か月児健診（13：00〜）　　　　　　
子ども遊び教室（9：30〜）　

町民俳句大会（13：00〜）　　　　　　　
在宅当番医

6〜７か月児教室（9：30〜）　　　　　　　　　　　　　
3〜4か月児健診（13：00〜）　

石川町公民館、
石川町体育館
中谷自治センター
母畑自治センター
野木沢小学校体育館
山橋自治センター
田中内科医院
添田医院

保健センター
中谷自治センター

石川町公民館
ふるどのクリニック
（古殿町）

保健センター
保健センター

15
16
17
18
19

20

21
22
23
24
25
26
27

28
29
30
31

火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木

沢田地区文化祭（20日まで）　　　　　
盆栽展（20日まで）　　　　　　　　　
石川町消防団秋季訓練　　　　　　　　　
石川町芸能祭　　　　　　　　　　　　　
在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

石川町音楽祭　　　　　　　　　　　　　
産業交流祭　　　　　　　　　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

沢田中学校体育館
石川町体育館
町民グラウンド
共同福祉施設
ひらた中央病院
（平田村）

共同福祉施設
母畑レークサイド
センター
とりごえ整形外科

（平成25年8 月 1日～8月31日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●10月25日㈮までに納めましょう
　町県民税（第３期）
　国民健康保険税（第４期）
　介護保険料（第４期）
●10月31日㈭までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第３期）

氏 名 保 護 者 住所

長谷部心
み

碧
お

（　誠　・亜季子）塩　沢

金澤　澄
すみ

怜
れ

（　誠　・美月代）塩　沢

角田　大
たい

峨
が

（貢　司・明　子）谷　沢

我妻　愛
あい

空
ら

（正　隆・沙　織）猫　啼

添田　　葵
あおい

（大　輔・栄　子）北山形

有賀　洸
こう

貴
き

（貴　矩・　岬　）塩　沢

矢内　清
せ

梨
な

（千　春・久美子）松木下

水戸　葉
は

月
づき

（　巧　・憲　子）曲　木

佐藤　涼
すず

乃
の

（雄　士・ひとみ）古　舘

氏 名 住 所
瀨　谷　イ　チ （中　田）
梅　津　榮　子 （鹿ノ坂）
添　田　謙　一 （北山形）
小　林　一　夫 （沢　井）
生　江　ち　江 （塩　沢）
十文字　ジユン （南山形）
長谷部　チ　ヨ （下　泉）
瀨　谷　嘉　秋 （中　田）
鈴　木　キ　ン （沢　井）
長　瀬　千代子 （双　里）
鈴　木　節　男 （当　町）

氏 名 住 所
下　田　京　子 （長久保）
曲　山　貞　男 （塩　沢）
高　原　サ　ダ （山　形）



編集後記
　○○の秋という言葉があります。食
欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、芸術
の秋…、人それぞれ秋の楽しみ方は違
いますが、秋は何かを楽しむのに適し
た季節だと思います。私は読書の秋を
楽しみたいと思います。広報紙を作っ
ていると、文章力や発想力のなさに
時々がっかりします。読書をして、文章
力や発想力が少しでも豊かになればと
思います。みなさんはどんな秋を満喫
しますか。　　　　　　　　（佐久間）

表紙の写真

第３１8回第３１8回

石　川
小学校

【施設紹介】
　石川小学校は、全校生３９３名で、今年創立１４０周年
を迎えました。課外活動も活発で、「自転車部」「合奏
部」「合唱部」「陸上部」「科学部」があり、県大会、全国
大会の各種大会で優秀な成績を収めています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

沢田小学校　６年　  郷　平さん

Ｑ．毎日の通学などで気をつけていることは？
Ａ．曲がり角をわたる時に、車が来ないか左右をきちん

と見てからわたっています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．ぼくは食べた人を笑顔にできるパティシエになり、

みんなを喜ばせたいです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
たいら

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１６，８８４人（　△１９）
（  ）内前月比●9月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，２２２人（　△１０）
８，６６２人（　△  ９）
５，７４１戸（　　  ２）

沢田児童館に通う大越　暁人（あきと）くん、祖
父の喜満さん、祖母のクニ子さんです。
沢田児童館に通う大越　暁人（あきと）くん、祖
父の喜満さん、祖母のクニ子さんです。

再生紙を使用しています

猪狩　咲也香さん（2年）
　夏休みに見た花火がきれいだったの
と、今年もにわでプールあそびができ
たらいいなぁと思ってかきました。

　この木はブランコの
となりにあります。せ
が高くて、みきが太く、
葉っぱがたくさんあっ
て、ぼくは大好きです。

い  がり　　  さ   や   か

遠藤　大輝さん
（4年）

えんどう　　 だい き
「
ぼ
く
の
大
好
き
な
木
」

　世界中の国旗でパズ
ルを作りました。世界の
みんながよりそって、仲
良く笑顔でいることを願
い、かきました。

前田　恵花さん
（6年）

まえ  だ　　 あや  か

「夏の思い出」

「世界は一つ」


